
「子どもの居場所」 皆さんもよく耳にされる言葉だと思いますが、お近くにありますか？佐賀県が開設する 

「子どもの居場所ポータルサイト」によると、12 市町に 62 カ所が開設されているそうです。また、子どもの居

場所とは子どもたちにとって、家庭でも学校でもない気軽に立ち寄れて『ほっと』できる場所、地域の子どもと

大人が出会える場所、とのことです。では、どういう条件を満たし何が提供されれば、そこは居場所になりえ

るのでしょうか？それぞれの居場所によって提供されるものは大きく下記の 4つではないかと思います。 

①栄養や知識   ②体験（交流）   ③時間   ④生活支援 

どれも重要だと思いますが、中でもとりわけ重要なものは③の「時間」ではないかと思いました。私自身子育

てを通して考えるのは、子どもにはかまってもらう時間が必要だ、ということです。話しかけたり耳を傾けたり

そうした人との関わりの中で、子どもたちは社会性や常識を身につけ語彙を増やし物事の見方や考え方を学

んでいくのではないでしょうか。そこに十分な時間がかけられたとき、その相手やそこにあるものや空間は、

その子になじみ、構えずとも自分が自分でいられるようになり居場所になるのではと考えます。 

皆さまにおかれましても共に過ごされているご利用者様との時間が、お互いにとって安心や希望につながる

時間となりますように！ 

 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして、5 月より入職いたしました酒井順子（さかい じゅんこ）と申します。前職では福祉職

向け研修の実施団体に所属しておりました。当時から社会福祉士資格を取得すること、相談支援員とし

て福祉業界で働くことを目標にしていましたので、念願が叶い毎日感謝の気持ちで勤務しております。 

相談員として知識・経験・相談援助スキル、全てがまだまだこれからではありますが、「傾聴」、「尊重」、

「つながり」を意識し、安心して相談していただける相談援助職を目指し、おひとりおひとりに誠実に向

き合っていきたいと思います。座右の銘は「人は皆、師」。好きな言葉は「心が動けば体も動く」です。

お会いした皆様から貪欲に学んでいきたいと考えております。 

 

さて、初心表明はこれくらいにして、プライベートなことをお話させてください。鳥栖に来て今年で 7

年。美味しい物に目がなく、食べる事が大好きです！「このお店美味しかったよ～」とオススメ情報があ

りましたら、目を輝かせてお聞きします！今後、皆様とお会いする際にはそのような情報も是非お寄せ

いただけると、ますます頑張れると思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

キャッチ通信



 

 

 

 
 

 

6月 23日、今年度第 1回目の相談部会を開催しました。 

今回は「相談部会・地域包括支援センター合同ネットワーク会」と題してケアマネージャーさん達との合

同会議を行いました。 

まずは、障害者福祉の制度について、続けて介護保険の制度について講義を行い、それぞれの制度につい

て知識を深めた後は、グループに分かれて意見交換を行いました。 

障害福祉から介護保険に移行する流れや、介護保険を利用していても障害福祉を使いたい場合の事例、こ

んなことで困っています！などなど、色々な話がありざっくばらんな交換会となりました。 

約 1時間、意見交換を行ないましたが、時間が足りないほど盛り上がりました。 

次の開催も期待します♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  65才になっても障害福祉サービスを利用して元気に過ごしている方がたくさんいます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65才になると、介護保険の対象者になるため、介護保険にあるサービスは介護保険が優先になります。 

しかし、介護保険になくて障害福祉サービスにはあるもの、障害福祉サービスになくて介護保険にはあるも

のがあります。介護保険にないものは障害福祉サービスが使えますが、サービスによっては 65 才になる前

に利用していないと使えないものがある等と複雑です。 

65 才になったらどうなるの？どのサービスが使えるの？気になったらお近くの相談員に聞いてみてくだ

さい。今回の意見交換会でできたつながりの中で、自分の人生を自分らしく過ごせるお手伝いができればと

思います。 

 

※①B型…就労継続支援 B型  ※②同行援護…視覚障害者の外出支援 

※③移動支援…外出にヘルパーが同行する支援  詳しい内容は相談員にたずねてください。 

～自立支援協議会活動報告～ 

＜相談部会＞ 

 

 

  

 

 

 

趣味の俳句の俳誌を買うために B型（※①）で頑張っています。B型では色々な

人と関わったり、色々な経験をしました。その中で人と話をすることや伝えるこ

との楽しさに気づきました。75才を機に俳句を教える立場に転職します！ 

 

視覚障害があるので同行援護（※②）を利用しています。福岡までギター教室に通っ

ています。先日は通所している B型事業所の忘年会でギター演奏を披露しました。 

 

老人ホームで生活しています。移動支援（※③）を利用して、ヘルパーさんと一緒に外

出しています。ランチをしたりお酒を飲んだり、隣で話を聞いてもらって楽しいです♪ 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

【すみか】 計画相談支援始めました 
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〇鳥栖市・みやき町・基山町・上峰町にお住まいの、障がい者本人、障害のある方を支えている家族及び支

援者からの相談をお受けします。 

障がいの種別、手帳の有無は問いません。相談は無料です。 

＜相談窓口開設時間＞ 

9：00～18：00 （月曜日～金曜日） 

9：00～17：00 （土曜日） 

上記の時間帯以外でもご相談をお受け致します。 

事前にご連絡ください。 

特定非営利活動法人 総合相談支援センターキャッチ 

住所：佐賀県鳥栖市宿町 1041－3 

電話：0942-87-8956 FAX：0942-85-9003 

Mail：so-sodan@tosumiyaki-sodan.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☺事業所紹介募集☺ 

事業所のアピールをキャッチ通信に載せてみませんか？？ 

キャッチ通信に掲載希望の方は、キャッチまでご連絡ください。 

～編集後記～ 

コロナ対策、熱中症対策と対策ばかりで疲

れますね…。私は、夜涼しくなってから外に

洗濯を干してます。皆さんも自分なりの夏の

過ごし方で暑さを乗り切りましょう！ 龍頭 

新型コロナウイルスの感染予防を

徹底し、通常営業をしています。 

・来所、訪問相談を希望される際は、

ご予約をお願いします。 

・対面での相談時には、アルコール

消毒・マスク着用をお願いします。 

・体温測定にご協力ください。 

ご理解とご協力をお願い致します。 

～わたしの伝えたいこと～ 

mailto:so-sodan@tosumiyaki-sodan.or.jp

